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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 □６.景観 4

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 ■5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 4
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 5
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 8

■4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（38.9％）□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（58.0％）□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 日特建設㈱ 販売会社 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

1-1-2.共通工／共通工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KK-080040-A

活用の効果

二重管ダブルパッカ―工法
38.9
58.0

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 エキスパッカ-Ｎ工法
収受受付年月日 平成26年7月24日

番号：
1

変更受付年月日

登録番号

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

近畿地方整備局
2009.1.7

(※2014.10まで掲載)

液状化防止・地盤強化を高効率、低コストで実現する注入
工法

開発年

問合せ先

日特建設㈱静岡営業所 静岡市駿河区有東1-16-7

事業部
054-202-2090

林田隆秀

054-202-2093

054-202-2090

takahide.hayashida@nittoc.co.jp

登録No. 1505

1

平成15年度

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

１）砂質系地盤の液状化対策を効率的に行う注入工法であり、特殊な機構により、大容
量の注入を高速で行う。薬液注入工法であるが、利用する薬液は恒久グラウトであり、
長期耐久性が保証されたものである。施工は鉛直、斜め、水平のどの方向でも施工が可
能なので、既設構造物直下の地盤改良や基礎補強が可能。また、小型ボーリングマシン
を使用するので狭い作業スペースでも対応が可能である。
２）従来は二重管ダブルパッカー工法などで対応していた。この工法では、浸透源が小
さいので注入間隔が狭くなり、工費が増大する。
３）港湾空港等の液状化対策工事、既設構造物基礎の液状化対策や基礎補強工事。

静岡市駿河区有東1-16-7

事業部 054-202-2093

横田雄二

日特建設㈱静岡営業所

yuuji.yokota@nittoc.co.jp 



エキスパッカ-Ｎ工法 登録No. 1505

(特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（2）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

A-2

①ボーリングマシンを使用しケーシング削孔(径120ｍｍ）を行う。
②ケーシング内に注入外管を建込んだ後、ケーシングを引き抜く。注入外管は所定の間隔で
ジオフィルターＮによって保護した注入バルブ(柱状浸透材）を設けその上下にジオバッグを
装着する。
③注入内管を挿入し、注入孔の上下に専用充填材(ジオバッググラウト）を注入しジオバッグ
を膨らます。削孔径よりも大きな地山パッカ体を形成することで恒久グラウトのリークを防
ぎ、ソイルパッカ間にジオフィルターＮで孔壁を保護した柱状浸透空間を確保する。
④注入内管を挿入し、恒久グラウトを注入する。
⑤地盤内に直径２～３ｍ程度の改良体を造成する。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

積算資料（　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

掲載刊行物
建設物価（　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

エキスパッカ―Ｎ工法[液状化対策注入工法]標準積算資料　(平成２６年６月）日特建設㈱

エキスパッカ―Ｎ工法[液状化対策注入工法]技術資料　(平成２６年６月）日特建設㈱

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・既設構造物に近接して注入する場合、基礎構築のため周辺を埋め戻している可能性があ
るが、埋め戻し土が緩い場合には、注入材の逸走が懸念される。

（長　所）
・地盤中のソイルパッカ形成により大きな浸透源から注入できるようにしたことから注入材
の浸透性が向上し、１箇所からの大容量注入と経済的注入速度での施工が期待できる。
・ソイルパッカ間にジオフィルターＮ（孔壁崩壊防止マット）を設置し、孔壁崩壊防止でき
るようになったことから浸透源の大きな浸透面積を確実に確保することができる。



登録No. 1505

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 第3889408号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

（適用できる条件）
・【現場条件】最少施工面積(施工ヤード）３～10ｍ2、（プラントヤード)１００ｍ２程度
・【土質条件】砂質土地盤で細粒分含有率４０％程度以下。(標準適用範囲は２０％以下)
・【改良深度】８ｍ程度まで(実績）、通常使用ボーリングマシン５０ｍまで可能。

・液状化対策の場合、設計強度を満足する配合を決定するため、現位置で土を採取し室内配合試
験を実施する。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 エキスパッカ-Ｎ工法

A-3

（適用できない条件）
・【土質条件】細粒分含有率が40％程度以上の砂質土地盤及び粘性土地盤

自然の砂質土地盤において、実大規模の施工を行った。改良体コアの一軸圧縮強度は平均122kN/
㎡であり、液状化対策で求められる設計強度相当が得られた。改良体を掘り出し、目標とした改
良直径３ｍを確認した。

土木学会第５９回年次学術講演会論文　「活性シリカを用いた急速施工注入工法の野外注入実験
（その１）」

・浸透注入が可能な注入量(㍑／min）を把握するため、現場注入試験を行うことが望ましい。
・注入時は、グラウト流量圧力測定装置で注入量、注入圧力を管理する。注入の完了は、所定の
注入量(計画注入量）を注入したことを確認して注入完了とする。
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登録No. 1505

公共機関： 16 民間：

発　注　者 施工時期
国土交通省九州地方整
備局志布志港湾事務所

2009/2～
2009/3

環境省　中国四国地方
環境事務所

2011/2～
2011/3

愛知県知多建設事務所
河川港湾整備課

2008/7～
2008/10

大阪府西大阪治水事務
所

2009/4～
2009/6

広島県 2009/9～
2009/9

鹿児島市 2009/11～
2009/12

東京都第二建設事務所 2009/11～
2010/4

東京都第二建設事務所 2012/12～
2013/10

埼玉県 2013/4～
2013/5

愛媛県 2014/11～
2014/2

13

CORINS登録No.

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 エキスパッカ-Ｎ工法

工　事　名

北部流域桶川中継耐震補強工事

海津第1号の1他　堀江東海岸　津
波・高潮危機管理対策緊急工事

一級河川神崎川旧猪名川水門耐震
補強工事

二級河川本川水系本川　高潮対策
事業

志布志港（若松地区）岸壁（-9m）（改
良）工事

呑川防潮堤耐震補強工事（その７）

東清見第３雨水ポンプ場土木施設新
設工事

平成22年度大久野プール前護岸復
旧工事

津波対策港湾特別緊急・津波対策漁
港特別緊急合併工事（３号工）

呑川防潮堤耐震補強工事（その１）
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1

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 エキスパッカ-Ｎ工法

A-5

施工手順 注入機構図

実証実験結果 適用事例

削孔工事施工状況 注入工事施工状況


